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原発は「市民の不安が解消されない限り、再稼働すべきでない」という姿勢を貫きます

２期目の
決意

磯田市長
新しい時代に選ば
長岡の未来を一緒

れるまちへ
に創りましょう

　

こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
ご
信
任
を
賜
り
、

引
き
続
き
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
責
任
の
重
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
全
力
で

市
政
運
営
に
邁ま

い

進
す
る
決
意
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
、「
危
機
管
理
」
と
「
成
長

へ
の
政
策
」
を
市
政
の
大
き
な
柱
に
据
え
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
豪
雨
災
害
か
ら
、

市
民
の
命
を
守
る
こ
と
が
最
優
先
の
課
題
で
す
。
感
染

防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
支
援
に
力
を
入
れ
、
国
・
県

と
連
携
し
て
治
水
対
策
、「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」
の
防
災

対
策
を
進
め
ま
す
。

　

い
ま
、
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
っ
て
世
界
は
大
き
な
変
化

の
渦
中
に
あ
り
ま
す
。
日
本
に
お
い
て
も
、
新
し
い
生

活
様
式
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
に
よ
っ
て
地
方
分

散
の
動
き
が
出
る
な
ど
、
社
会
経
済
環
境
が
劇
的
に
変

化
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、「
健

康
な
生
活
」
と
「
真
に
価
値
あ
る
も
の
を
生
み
出
す
産

業
活
動
」
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
然
豊
か
で
首
都
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
高
度

な
技
術
を
誇
る
産
業
と
研
究
教
育
機
関
が
集
積
す
る
長

岡
こ
そ
、
地
方
分
散
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
で
す
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
す
た
め
に
も
、
市
民
生
活
を
支

え
る
医
療
・
健
康
・
福
祉
・
子
育
て
・
教
育
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
課
題
の
解
決
や
共
助
の

仕
組
み
を
支
え
る
市
民
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
、

「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
し
て
、
産
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
産
学
官
連
携
に
よ

る
新
技
術
・
新
商
品
の
創
出
、
若
者
の
起
業
・
創
業
支

援
を
加
速
さ
せ
、
人
と
企
業
、
若
者
が
集
ま
る
ま
ち
の

基
盤
を
つ
く
り
ま
す
。

　

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
国
と
地
方
が
直
面
し
て

い
る
財
政
問
題
を
長
岡
市
も
免
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
行
財
政
改
革
に
徹
底
的
に
取
り
組
み
、
持
続
可
能

な
財
政
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

い
か
に
し
て
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
長
岡
の
未
来

を
創
っ
て
い
く
か
、
私
た
ち
の
団
結
力
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
市
民
一
丸
と
な
っ
て
、
長
岡
の
明
る
い
未
来
を

創
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

長
岡
市
長

健康で活力のあるまちづくりを推進未来を
つくる3

アオーレ長岡の総合窓口

栃尾地域で住民向けに開催した、
サル用電気柵の設置研修会

食
育
講
座
で
体
操
を
す
る
園
児

若
者
が
最
先
端
の
技
術
を
競
っ
た

ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン

○基幹病院との連携を強化し、医療体制のさらなる充実を図ります
○「逃げ遅れゼロ」を目指し、市民総出の防災体制をつくります
○鳥獣被害対策を強化し、安心して暮らせる環境づくりに取り組み
ます

○市民活動への支援を通じて、地域共生社会の実現を目指します
○地域医療と福祉を充実させ、全国に「健康に暮らせる長岡」を
発信します
○子育てと女性活躍の日本一を目指します

新型コロナウイルス・豪雨災害など
直面する危機から、市民生活を守る

未来を
つくる1

○地方分散の流れを捉え、企業誘致と若者の流入・定着を促進します
○「長岡版イノベーション」を加速させ、産業全体の活性化を図ります
○教育のＩＣＴ化と学びの場の拡充により、未来を担う人材育成
に取り組みます

ウイルス終息後を見据え、「新しい米百
俵」（人材育成と未来への投資）を加速

未来を
つくる2

○有識者懇談会の議論を踏まえ、行財政改革を実施します
○自動化やデジタル化で、市役所の事務の効率化を進めます

健全財政を堅持し、
持続可能な行財政運営を推進

未来を
つくる4


